






〔1.はじめに〕 

喘息発作の誘因を考えると,種々のことを考える必要があることは衆知の事実である。 

しかし,この発作誘発因子が極めて多いことが,問題意識を混乱させ,何に的をしぼってよ

いのか不明確なまま,予防対策が遅れてしまうことも事実である。 

実際,喘息児を扱っていて痛感することの一つに,自宅での環境調整はどうなっているのか

は重要な問題として認識されているが,多くの場合外来診察で,あるいは入院時に“家庭環

境調整もして下さい。犬・猫・小鳥は飼わないようにして下さい”と言うに留まり,難治例

の家庭に直接出むき,ある一定の考えで家庭環境の調整指導を行うことは極めて少ない。 

そこで,筆者らは 5年前より難治例の家庭訪門を行い,家族の者と一緒にゴミ対策等につい

て検討を加えてきた。喘息発作誘発因子は前述したようにいろいろあるが,家族の協力が得

られれば比較的簡単に実施出来る家庭環堵調整は,喘息児の日常管理上大切といえる。特に

小児の場合,生活の場が自宅であることが多く,平均 16 時間は家で生活していることから,

自宅の問題点を積極的に検討する家庭訪門は,投薬のみにたよりがちな現代医療のなかで

再検討すべきことでもある。 


